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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2024年７月１日に提出いたしました第96期（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）の有価証券報告書に添付し

ております「独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書」の記載事項の一部に原本と異なる箇所がありましたの

で、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

　　（訂正前）

（省略）

収益認識における工事収益総額及び工事原価総額の見積り
（(1)［連結財務諸表］［注記事項］（重要な会計上の見積り） 収益の認識）

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

（省略）

①　工事収益総額の見積りには、契約納期の未達による遅

延賠償金などの将来の未確定事象に係る経営者の予

測・判断が含まれている。また、工事の進行途上にお

いて施工方法や施工範囲の変更に関する合意がなされ

たにもかかわらず、その対価変更の合意が必ずしも契

約書等によって適時に確定しないことがあり、案件の

規模や性質によっては、工事収益総額の見積りにあた

り高い不確実性を伴う。

（省略）

（省略）

③　プロジェクト責任者への質問及び根拠証憑の査閲を実

施し、顧客やサブコントラクターとの協議状況及び工

事の進捗状況を把握し、ロシア・ウクライナ情勢等の

影響を含む、契約納期の遅延に伴う工事遅延損害金や

サブコントラクターに対する追加工事費用の発生リス

クなど、工事収益総額及び工事原価総額の見積りに含

まれる重要な不確実な要素を特定し、その見積りに関

する仮定の合理性及び実現可能性を評価した。

（省略）

（省略）

 

　　（訂正後）

（省略）

収益認識における工事収益総額及び工事原価総額の見積り
（(1)［連結財務諸表］［注記事項］（重要な会計上の見積り） 収益の認識）

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

（省略）

①　工事収益総額の見積りには、契約納期の未達による遅

延賠償金などの将来の未確定事象に係る経営者の予

測・判断が含まれている。また、工事の進行途上にお

いて施工方法や施工範囲の変更に関する合意がなされ

たにもかかわらず、その対価変更の合意が必ずしも契

約書等によって適時に確定しないことがあり、案件の

規模や性質によっては、工事収益総額の見積りに当た

り高い不確実性を伴う。

（省略）

　当連結会計年度においては、［注記事項］（追加情報）

において記載の通り、GPXプロジェクトにおけるパート

ナーの１社がChapter11を申請し、プロジェクトから離脱

する見通しとなったことから、当該影響を含めた工事収益

総額及び工事原価総額の見直しを当連結会計年度において

反映した。

（省略）

③　プロジェクト責任者への質問及び根拠証憑の査閲を実

施し、顧客やサブコントラクターとの協議状況及び工

事の進捗状況を把握し、契約納期の遅延に伴う工事遅

延損害金やサブコントラクターに対する追加工事費用

の発生リスクなど、工事収益総額及び工事原価総額の

見積りに含まれる重要な不確実な要素を特定し、その

見積りに関する仮定の合理性及び実現可能性を評価し

た。

（省略）

（省略）

 

以　　上
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